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サケ（シロザケ） 日本系 
（Chum salmon Oncorhynchus keta） 

 

 

管理・関係機関 
北太平洋溯河性魚類委員会（NPAFC）、 
日ロ漁業合同委員会、 
漁業道県 

最近の動き 
2023 年漁期（8 月～翌年 2 月末）の沿岸におけるサケ漁獲

数は約 1,936万尾、河川捕獲数（人工ふ化放流のための親魚捕
獲）は約 349万尾であり、両者を合わせた来遊数は 2022年漁
期の約 67％となる約 2,285万尾（速報値）であり、1989年（平
成元年）以降では 5 番目に低く 3,000 万尾を下回った。2023
年漁期の来遊数を地域別にみると、北海道では前年比 67％、
本州太平洋では前年比 26％、本州日本海では前年比 41％とな
り、本州で大幅に減少した。2023 年春の放流数は、前年の約
128％となる約 13億 3,608万尾と増加した。2023年春の放流
数を地域別にみると、北海道では前年比約 123％、本州太平洋
では前年比約 198％、本州日本海では前年比約 111％となった。 

2024年漁期（10月 31日現在）の全国の来遊数は 1,593万
尾（対前年同期比 76％）となった。このように前年を下回る
来遊数となり、種卵不足の懸念がある地域もあることから、北
海道の各地で定置網漁業の操業開始時期の延期等の自主漁獲
規制が実施され、本州太平洋では定置網で獲れた親魚からも採
卵を行っている。本州における種卵不足を補うため、北海道の
民間増殖団体により種卵が供与されている。 

利用・用途 
サケは生鮮・冷凍食材として利用されるほか、毎年、決まっ

た季節に沿岸や川で大量に獲られるため、昔から燻製、塩蔵、
乾物、缶詰、練製品等、様々な加工・保存方法が発達してきた。
塩蔵品としては、山漬け、新巻、塩引鮭、定塩フィレ等があり、
魚卵はすじこやいくら、腎臓はめふん（塩辛）、心臓はどんび

ことして加工される。乾物には鮭節、トバ等がある。その他の
加工品として、お茶漬けの具材として使われるサケフレーク、
昆布巻、魚肉を米や麹で漬け込んだ飯寿司、塩蔵した魚介類を
長期間熟成させた魚醤油等がある。サケの皮は、かつて北方先
住民族であるアイヌが衣装や靴として加工していたが、現在で
はコラーゲン抽出の原材料として注目されている。また精巣
（白子）は、食材として消費されるだけでなく、核酸や塩基性
タンパク質（ヒストンやプロタミン）を取り出して健康補助食
品や機能性素材として利用される。 

漁業の概要 
サケ漁業の歴史は古く、縄文時代の遺跡からはエリと呼ばれ

る川を遮ってサケを獲る漁労施設の痕跡が、東日本各地の貝塚
からはサケの骨が見つかっている（Ishida et al. 2009）。江戸
時代中期（1800年頃）までのサケ漁業は、もっぱら河川内（河
口周辺）で行われ、漁具としてヤナ、ウライ、鉤、ヤス、テン
カラ釣り、四つ手網、流し網、投網、ひき網等が使われた。江
戸末期になるとひき網のほかに建網も使われるようになり、サ
ケ漁業は河川から沿岸へと発展していった（秋庭 1988、小林 
2009）。1869 年に始まった北洋さけ・ます漁業については、
「59. サケ・マス類の漁業と資源調査（総説）」を参照された
い。 
江戸時代から現在にかけて、日本沿岸及び河川（ただし、

1952 年以降河川漁獲禁止）において秋から冬に行われるサケ
漁業は、産卵のため母川を目指して回帰した日本系サケを対象
としている。沿岸のサケは定置網、固定式刺網、磯建網、はえ
縄等で、河川のサケはウライ、捕魚車、ひき網等で漁獲される。
新潟県村上市の三面川と大川では、伝統漁法である居繰網漁、
コド漁が現在でも行われている（村上市 2018）。河川での資
源保護についても古い歴史があり、18～19 世紀に新潟県の三
面川や山形県の月光川、明治時代に北海道の石狩川水系、西別
川、遊楽部川等で産卵場や稚魚が保護されていた（秋庭 1988）。
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工基質を敷き詰めた養魚池または浮上槽と呼ばれる孵化器に
収容され、ふ化から仔魚期を過ごす。ふ化した仔魚は日光を嫌
うため、卵黄嚢を吸収し終わって浮上するまで、遮光した環境
で管理される。浮上したサケ稚魚は、人工配合飼料で尾叉長 50 
mm前後まで飼育される。採卵から放流までの飼育期間中の死
亡率は、例えば北海道及び岩手県のふ化場では約 10～15％で
ある（岩手県 2005）。その後、稚魚は主に 3～5 月に河川へ
放流される。一部は、沿岸域の海中へ放流される場合もある。
自然産卵の場合、卵から降下稚魚までの間の死亡率は約 80％
と推定されている（森田ほか 2013a）。 
河川に放流されたサケ稚魚の大部分は、数日から 1 ヵ月以

内で速やかに降海する（眞山ほか 1983、Kasugai et al. 2013）。
降海したサケ稚魚は、塩分が低く波浪の影響を受けにくい河口
域や沿岸域に群泳し、カイアシ類、カニ類幼生、陸生昆虫等を

摂餌しながら成長する（入江 1990）。尾叉長が 70～80 mm
ほどに成長すると遊泳能力が向上し、端脚類等のより大型の動
物プランクトンや仔稚魚を摂餌できるようになる（帰山 
1986）。この頃になると広域探索型の摂餌方法をとるようにな
り（帰山 1986）、主に距岸 20～30 km以内の沿岸域を北上移
動し、7月末頃までに日本沿岸域を離岸する（入江 1990）（図
3）。幼稚魚期のサケは、体サイズや成長に依存して減耗する
ことが知られ、北方移動を成し遂げるためにも体の大きさやそ
れに伴う遊泳能力の高さが生残に重要となる（Honda et al. 
2017、Hasegawa et al. 2021a、Iino et al. 2024）。また、こ
れまで幼稚魚は直線的に北方へ移動すると考えられてきたが
（入江 1990）、北海道太平洋では、降海後に進路とは逆向き
の西方に長距離移動する個体が多数存在する（Honda et al. 
2024)。本州太平洋のサケ幼稚魚を使って代謝と遊泳能力を調
べた結果からは、豊富な餌環境と好適な水温環境が揃うことで、
十分な体サイズに成長し、親潮や津軽暖流に逆らって長距離を
遊泳可能となることが示唆されている（Iino et al. 2022、2024）。 
日本系サケ幼魚以降の海洋における分布・回遊経路の概要を

以下に説明する。下記の概要（図 3）は調査結果、北洋漁業の

図 3. 日本系サケの分布と回遊経路（黄色：産卵地域、赤色：海洋分布、紫色：漁場と想定される海域、
黒矢印：未成魚の回遊経路、赤色矢印：成魚の回遊経路） 
（浦和（2000）の図 6とWatanabe（2017）の図 1を改変） 

図 4. 2002 年 10 月における日本系サケ幼魚のオホーツク海に
おける分布 
遺伝的系群識別により推定された日本系サケの CPUE（トロー
ル網 1 時間曳きあたりの採集個体数）を示した（Urawa et al.
（2004）を基に作成）。 

図 5. 2003年 8～9月における日本系サケ未成魚の海洋分布 
遺伝的系群識別により推定された日本系サケの CPUE（トロール
網 1時間曳きあたりの採集個体数）を示した。 
日本系サケは大部分が夏季ベーリング海に分布する（Urawa et 
al. 2009）。 
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2015）。 
2012年級群以降、回帰率が低下傾向にあることから（図9）、

従来の放流手法を見直すことで回帰率を向上させることも課
題となっている（不漁問題に関する検討会 2021）。北海道の
十勝川では、放流適期・適サイズは降海サイズと河口沿岸の海
洋環境に依存し年変化していることが示されている（Saito 
2022）。この結果から、沿岸水温の短期予測が将来可能になれ
ば放流手法の改変により回帰率向上の可能性があると考えら
れている（Saito 2022）。 
さらに、人工ふ化放流に加えて野生サケを考慮した資源管理

の必要性が指摘されている（Miyakoshi et al. 2013、Kitada 
2014、大熊ほか 2016、森田 2020）。北海道で放流が行われ
ている 8 河川では、河川捕獲数に占める自然再生産由来のサ
ケの割合が河川や年によって約 30％を超えるとの推定もある
（森田ほか 2013b）。北海道の千歳川における野生サケの河
川回帰率（2006～2011年級群）は、ふ化放流サケのそれと同
程度であったと報告されている（森田ほか 2019）。しかし、
過去の北太平洋サケ集団の遺伝分析データが再検討された結
果、日本系サケはふ化放流に起因する人為的選択圧を受けてお
り、生物的な能力（有酸素運動や持続力等の効率）が低下して
いる可能性があるとの指摘がある（Kitada and Kishino 2021）。
さらに、ふ化放流用親魚に占める野生サケの割合を増やすこと
で、ふ化放流サケの生残率が高まる可能性も示されている
（Sahashi and Morita 2022）。現在、野生サケに対する様々
な取り組みが各地で行われている。例えば、北海道の太平洋西
部にある日高管内の河川ではウライを撤去することで自然産
卵が促され（森田 2020）、オホーツク海の網走管内では繁殖
保護のため放流が行われていない 6 河川の河口付近における
サケ・マス採捕が来遊時期に禁止されている（網走海区漁業調
整委員会 2024）。また、根室管内の標津町近隣河川及び石狩
管内の豊平川では自然産卵親魚数及び生態が継続的に調査さ
れている（札幌市豊平区さけ科学館 2024、大熊ほか 2016）。
現在、我が国のサケの資源評価の基礎となる地域単位ごとの来
遊数及び回帰率には野生サケが寄与していると考えられるが、
一部の河川を除き野生魚割合及び自然産卵親魚数の推定が困
難であるため、今のところそれらを含めた評価は出来ない。ま
た、沿岸漁獲魚には当該地域以外から放流された魚も含まれる
（長谷川ほか 2004、Saito et al. 2020）ことにも注意が必要で
ある。 
母川国である我が国は適正な資源管理を実施することが肝

要である。2010 年代中盤以降、北太平洋におけるサケ・マス
類の漁獲量は歴史的にも高水準であり、特にロシア系カラフト
マス及び米国アラスカ系のベニザケが高水準にある。一方、日
本系サケ及び世界のサケ漁獲量は減少していることから、北太
平洋のサケ・マス類の資源動向に加え他国起源のサケ・マス類
が混生する北太平洋及びベーリング海における生物生産につ
いても注視する必要がある。 

執筆者 
北西太平洋ユニット 
さけ・ますサブユニット 
水産資源研究所 さけます部門 資源生態部  

渡邉 久爾・本多 健太郎 
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サケ（シロザケ）（日本系）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
※北太平洋全体 
（最近 5年間） 

17万～23万トン 
最近（2023）年：21万トン 
平均：20万トン（2019～2023年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5年間） 

5.6万～8.8万トン 
最近（2023）年：5.9万トン 
平均：6.3万トン（2019～2023年） 

資源評価の方法 来遊数（沿岸漁獲数及び河川捕獲数の合計）により水準と動向を評価 

資源の状態 
（資源評価結果） 

2023年の来遊数約 2,285万尾 
1970年から現在までの最低及び最高来遊尾数の範囲における 
下位 3分の 1を下回ることから、現在の資源水準は低位と判断。 
近年 5か年の資源動向は、2022年に比較的高い資源水準だったものの、 
それ以外の年で低い資源水準が続いたことから、横ばいと判断。 

管理目標 
国全体としての資源管理上の目標値等は未設定 
（目標とする放流数は、地方自治体等が策定している） 
（道県における設定例：来遊数 2,800万尾（北海道）） 

管理措置 

・沿岸漁業の自主的漁獲規制（道内の地域単位） 
・稚魚放流数（地方自治体等の策定する増殖計画） 
・海産卵の活用 
・幼魚・未成魚・成魚期排他的経済水域（EEZ）外、成魚期河川内禁漁 
（成魚期日本 EEZ内のみ漁獲可能） 

管理機関・関係機関 NPAFC、日ロ漁業合同委員会、漁業道県 

最近の資源評価年 2024年 

次回の資源評価年 2025年 
     


